




















要約:学習障害の概念を明確にするため、学習障害の定義、診断基準、ならびに基本障害

について検討した。学習障害の定義として 1988 年に発表された全米学習障害合同委員会

(NJCLD)のものが最も妥当であるが、一部修正する必要のあることを指摘した。かかる定

義にほぼ合致する医学的診断名は DSM-Ⅲ-R あるいは ICD-10 の特異的発達障害である。し

たがって診断基準としては、DSM-Ⅲ-R のそれを用いるのが適当であるが、わが国の現状

からは一部修正する必要があると考えられた。また学習障害の基本障害は成人の失語・失

行・失認に類する生来性の神経心理学的障害であることを明らかにした。学習障害と心身

障害との関係では、精神遅滞とは IQ70 以上を学習障害とすることにより明確に区別する

ことができ、広汎性発達障害は軽症の場合、学習障害として取り扱う方が適当であること

もあり得ることを指摘した。脳性まひでは視覚認知障害が伴うことがあること、また学習

障害の 15～20%にてんかんの合併がみられること、などより他の心身障害と重複しうるこ

とも指摘した。多動性障害は学習障害によく合併するが、多動性障害のみで学習障害とす

ることは誤りであると考えられた。


